






〔おわりに〕 

私共が経験した新生児外科症例を成熟児と未熟児に分けて検討してみた。 

その結果,未熟児症例の頻度は年々増加の傾向が見られることと,各疾患によってその頻度

は大きく異なることが明らかになった。そして,未熟児症例の成績は少しずつ進歩はしてい

るものの,依然として 25%を下まわっていないことも明らかになった｡即ち,先天性腹壁破

裂,臍帯ヘルニア,壊死性腸炎,十二指腸閉鎖症,腸閉鎖症,食道閉鎖症などには未熟児例が

多くみられ,詳しくは触れなかったが,幽門狭窄症,横隔膜ヘルニア,腸回転異常症,ヒルシ

ュスプルング病では極めて少なかった。 

今後,死因に関して更に検討し,各疾患での未熟児例の問題点を明らかにして行きたい。 


